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2024年12月期上期（1-6月）業績ハイライト・トピックス

上期は減収・赤字で着地も、２Q（4‐6月）で収益改善
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上 期

17.05 億円
前年同期比△15.9%

上 期

△3.10 億円

前年同期は1.07億万円の利益

２ Q ( 4 - 6 月 )

9.06 億円

売
上
高

営
業
損
益

1 Q ( 1 ‐ 3 月 )

7.99 億円

海外事業(Creadits社)の経営体制を刷新。構造改革が順調に進捗し2Qで収益が大幅に改善。

クロスバウンド事業でM&Aにより子会社化した「Book & Entries」社を2Ｑから売上計上開始。

Topics

前四半期比

＋13.5％

プロダクト事業・ソリューション事業は2Qは苦戦も、下期の統合に向けて構造改革に着手。

1 Q ( 1 ‐ 3 月 )

△2.57億円

２ Q ( 4 ‐ 6 月 )

△0.53億円

連結黒字
回復
赤字幅
縮小
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2024年方針の変更(再掲：2024年5月公表)
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国内３事業の加速と海外事業の再構築

事業体制の再編により
グループ全体を構造改革

【業績開示に関する留意点】

事業構造改革後に新たな事業体に合わせて戦略・KPIを再度検討予定のため、
期初に開示した各事業の戦略方針は見直しとさせていただきます。

上期は下期以降の営業利益改善に向けて、事業構造改革費用の投資およびコスト構造の見直しを行うため、
当面各事業に関しては売上高のみを開示し、その他KPIは今後開示の方向で検討してまいります。

期初段階

2024年
新方針
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事業区分の変更予定(再掲：2024年5月公表)

グループ全体の事業構造改革に伴い、2024年12月期3Qより

セグメント内におけるビジネス区分を整理し、下記の通り2事業への変更を予定

©️ 2024 Allied Architects, Inc.
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クロスバウンドは新規事業として海外進出支援事業
の開始(P. 28参照)に伴い、海外事業に区分変更

セグメント：マーケティングDX支援事業

2024年12月期2Qまで

事業名称

2024年12月期3Q以降

プロダクト事業
(旧：国内SaaS)

海外事業
(旧：海外SaaS)

ソリューション事業

クロスバウンド事業
(旧：中国進出支援)

国内事業

海外事業
区分変更

事業統合国内

海外

事業名称

事業シナジーの創出と重複コストの削減のため、
プロダクトとソリューションは国内事業として統合

新規事業
(海外進出支援)

NEW
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事業概要 1
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会社概要
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⚫ 拠点数：8（日本1、海外7）

⚫ グループ企業数：11社

アライドアーキテクツという社名には「企画者、創造者（アーキテクツ）」の
「結びつき（アライド）」という言葉通り、「ただ与えられた仕事をこなすの
ではなく常に自分の頭で考え、古い部分は破壊し、創造し続ける」そういった
人たちの集まりでありたい、という想いが込められています。

US
(New York/Austin)UK (London)

Singapore

Japan 
(Tokyo)

Vietnam 
(Hanoi, HoChiMinh)

Malaysia

会社名 アライドアーキテクツ株式会社
Allied Architects,Inc.

代表者 代表取締役社長 CEO 中村 壮秀

事業内容 マーケティングDX支援事業

所在地 東京都渋谷区恵比寿1-19-15 ウノサワ東急ビル4階

設立 2005年8月30日

証券コード 6081（東証グロース）

（記載データはすべて2024年6月末時点）
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沿革
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2008.5

「モニプラファンブログ」
サービス開始

2014.3

シンガポールに海外法人（現 Creadits Pte.Ltd. ）設立

2015.8

SNS広告運用支援専門チーム設置

2016.3

ベトナム・ハノイに開発拠点設立
GLOBAL

2016.4

中国向け広告コンテンツ拡散支援サービス「WEIQ」の
日本における独占販売契約を締結

2016.6

UGCの収集・活用支援サービス「Letro」の提供開始

2016.9

Vstar Japan株式会社（現 株式会社オセロ）設立

2018.3

SNSキャンペーンツール「echoes」の提供開始

2018.8

ベトナム・ホーチミンに開発拠点設置

2019.5

株式会社ファンベースカンパニー（持分法適用関連会社）設立

2020.5

動画制作支援サービス「LetroStudio」の提供開始

2018.9
在日中国人KOCによる越境プロモーション支援サービス「BoJapan」提供開始

2015.8

Creadits：USに営業拠点設置

2019.9
Creadits：UKに営業拠点設置

2005年8月
創業

2021.4

株式会社ネクストバッターズサークル（NBC）設立

2021.5

SNSに特化した撮影サービス「torutte」事業を継承

NBC：「QUMIAI」(現 ショート動画作成ツール)
の提供開始

2022.2

2018.6

2022.5

Creadits：マレーシアに営業拠点設置
2021.5‐7

Creadits：SaaSツール「Huddle」「Tune」をリリース

「 CREADITS®（現Craft）」提供開始Creadits：

デジタルチェンジ社をM＆Aにより子会社化

2022.8

JAPAN

2022年4月
東証グロース
市場を選択

2013年11月
東証マザーズ

上場

2022.5

2024.3

シンガポール法人
BOOK＆ENTRIES 
CAPITL PTE.LTD.
をM&Aにて子会社
化

シンガポールにALLIED 
VERSE PTE.LTD.を設立
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ミッション
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世界中の人と企業の創造がめぐる社会へ。

作る人、売る人、買う人、使う人。

それぞれが分断されていた社会で、

私たちは、世界中の人と企業をつないできました。

これからは、そのつながりの先で、企業の創造が人々の創造を生み出し、

それがまた企業へかえる「循環」が自然な形になっていくと考えます。

つながり、そして、めぐりへ。

アライドアーキテクツ・グループは人々の声や誰もが持つ創造力を

企業の価値へと変換し、循環させることで

人と企業と社会が、共に豊かになる世界を築きます。
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コアコンピタンス

マーケティングDXにおける『制作領域のイノベーション』を
国内・海外で仕組化して提供

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

プロダクト ソリューション

データ蓄積

分業化

人材獲得・育成

効果的なコンテンツ・広告の制作
を仕組化して提供

開発・改良

制作領域のイノベーション
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事業構成

顧客企業の様々なマーケティング課題を一気通貫で解決する事業ラインナップ
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国内

マーケティングDXを
加速する

自社開発のSaaSツールを提供

レトロ レトロスタジオ

モニプラ

ソリューション事業

SNSやファンをキーワードに
マーケティングDX戦略を

包括的に支援

（持分法適用関連会社）

独自のインフルエンサーネット
ワークを活用したインバウンド支援

および中国向け越境EC支援

クロスバウンド事業プロダクト事業

グローバルなクリエイター
ネットワークによる

広告クリエイティブの提供

海外事業

（海外連結会社）

ボージャパン

（連結会社）
（連結会社）

ウェイキュー

エコーズ

（連結会社）

上期
売上比率

43.8％

セグメント：マーケティングDX支援事業

アライドバース ブックアンドエントリーズ

（海外連結会社） （海外連結会社）

上期
売上比率

30.1％

上期
売上比率

10.8％

上期
売上比率

15.4％
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2024年12月期上期業績 2
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2024年12月期上期（1-6月）業績

海外事業(Creadits社)は大幅改善も、上期連結売上は前年同期比△15.9%。

事業構造改革関連費は概ね上期計上済のため、下期から業績回復を狙える体制の骨子が整う

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

（百万円）
2023年12月期上期

2024年12月期上期
前年同期比

売上高 2,028 1,705 △15.9%

営業損益 107 △310 ―

営業損益率 5.3% ― ―

経常損益※1 222※2 △121※3 ―

親会社株主に帰属する
四半期純損益

22 △230 ―

※1 当社単体で約10百万ドル（24年6月末）の外貨建て資産を有していることに伴い、
為替相場の変動により為替差損益が発生

※2 為替差益として7百万円、持分法による投資利益1百万円を計上
※3 為替差益として209百万円、持分法による投資損失19百万円を計上

2022年8月1日付株式会社デジタルチェンジとの企業結合について、前連結会計年度に暫定的に行っていた
会計処理を3Qにおいて確定。のれん及び顧客関連資産の金額が変更となり、合わせて前3Q以降ののれん
の償却額及び顧客関連資産の償却額を遡及修正。百万円以上の修正が発生した数値（営業利益率は小数点
第1位に変更があった場合）のみに を添付。＊

為替レート：1ドル＝152.35円

＊

＊

＊
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売上高、営業損益・営業損益率
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売上高 営業損益・営業損益率

営業損益率

営業損益

（単位：百万円）

906

（単位：百万円）
海外
クロスバウンド
ソリューション
プロダクト

2022年 2023年 2024年 2022年 2024年2023年

△53

Creaditsのメインターゲットである
ゲーム業界の業績鈍化を受けて

海外事業の売上が低迷
売上低迷に伴い、

海外事業が営業赤字を継続

海外事業が1Qで
事業構造改革費の大半を投下し、

大幅赤字としたことで、
国内利益を吸収する形となり
連結で約2.5億円の赤字に

プロダクト事業・ソリューション事業は例年以上の季節要因で2Q苦戦も、海外事業は回復基調。

2Q連結は大幅に赤字縮小し、3Q以降は黒字回復を見込む
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コスト推移

事業構造改革費は概ね上期で計上済であり、

2Qは海外子会社（Creadits社）のリストラ効果で、コスト削減に成功

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

（単位：百万円）

人件費
(原価・販管費)の合計

人件費以外の原価

人件費以外の販管費

広告宣伝費

事業構造改革費

売上高

2022年 2023年 2024年
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現預金
2,318

その他
流動資産
1,255

固定資産
867

借入金 754

その他負債
896

純資産
2,790

財務状況

負債圧縮により自己資本比率が改善。堅実な財務運営を継続

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

2024年1Q末 2024年2Q末

（単位：百万円）

（単位：百万円）

資産 負債/純資産 資産 負債/純資産

現預金
2,334

その他
流動資産
1,036

固定資産
856

借入金 708

その他負債
804

純資産
2,715

自己資本比率：60.7% 自己資本比率：61.8%
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各事業の状況 ３
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プロダクト事業

©️ 2024 Allied Architects, Inc. 18



プロダクト事業：サービス内容

マーケティングDXに効果的な制作・EC・デジタル販促の3領域に特化し

成果向上に最適なプロダクトを自社で開発

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

主力

Instagramの投稿やレビューなど顧客からの

UGCを収集、ECサイトなどに反映できるツール

豊富なテンプレと操作性の高い編集機能

で簡単に動画制作できるツール

Letroシリーズ

ECサイト・LP経由での
新規顧客獲得件数増加

EC 動画制作 販促

動画広告・SNS・営業用資料等の
動画施策実行

主要
ツール

SNS活用・UGC制作支援ツール
（単独での新規獲得は行っておらず、
主力「Letro」のアップグレード商材の位置付け）

【月額課金型】 【月額課金型】

(2016年6月～) (2020年5月～)

【都度発注型】

X(旧Twitter)やInstagram上で簡単

にキャンペーンを開催できるツール

SNSを通したブランド認知拡大
オン・オフライン両面の集客強化

(2018年3月～)
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プロダクト事業：主力ツール

UGCを生成・活用するための最適な手段の提供により

顧客企業の売上拡大につなげる成果をもたらす

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

売上拡大に直結する
高い成果

継続的なPDCAにより
CVR1.2倍に導く

成果向上をサポートするCSM人材
(カスタマーサクセスマネージャー)

１ ２

３

掲載 効果測定
改善

生成

活用後の成果を
定量的に把握して改善

現在あるUGCを
掲載して活用

定量成果をもとに
さらに細分化してUGCを生成

運用型
UGC

顧客ニーズを迅速に反映して今後も新機能を拡充予定顧客メリット

LetroSolution

2023年11月提供開始

顧客の体験価値を具現化できる
「UGC」を活用したLPの制作

2024年3月提供開始

LetroEditor
Webサイトをコード不要で

編集できる機能

レトロソリューション

レトロエディター
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プロダクト事業：基本方針

従来は分断されていたマーケティング施策の実行を

マルチプロダクトの提供でワンストップ可能に

『レトロシリーズ＋エコーズ』
中心に複数商材を提供

他社の主要プレイヤーでは
対応領域が縦分断されていて、
多様化する生活者に合わせた

細かな施策運用が不可能

計画 制作 配信・実装 分析

コンサル

総合系

デジタル専業

制作会社

インハウス
(顧客企業の課題)

社内リソース量の限界

専門知識・情報量・経験の限界

△

△

○

○

○

○

○

○

販促＋制作におけるデジタルマーケティング

シリーズ

©️ 2024 Allied Architects, Inc. 21
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プロダクト事業：2024年2Q実績

LTV※を考慮し、販売商材や価格の見直しを大幅に行ったため、Letroシリーズは1Q比減収。

echoesの季節性影響も例年より大きかったため、事業全体でも苦戦する結果に

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

売上高

2022年 2023年 2024年

（単位：百万円）

337

・上期：前年同期比+4.7％
・２Q：前年同期比△4.0%

※顧客生涯価値

シリーズ
1Q比▲11.3%
(前年同期比+3.4%)

その他

echoes

Letroシリーズ
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ソリューション事業

©️ 2024 Allied Architects, Inc. 23



ソリューション事業：サービス内容

顧客企業のSNS活用を支援する【受託プロジェクト】を中心に展開。

昨今では「SaaSツールの提供」や 「Z世代デジタル人材育成」も推進

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

企業のSNS活用を支援する

【受託プロジェクト】

Z世代デジタル人材育成

マーケティングSaaS

SaaS
ツール

NEW

情報爆発時代・個人の発信時代の

“企業と生活者の信頼関係をつくる”

マーケティング戦略企画・運用支援

販売促進 ブランディング
業務効率化 ファンベース※

受託プロジェクトの業務効率や

企画制作力を向上させる

SaaSツールを開発

NSGグループの新潟ビジネス専門学校を中心
にSNSマーケティングのカリキュラムを実施

検定開発に強みを持つサーティファイ社と
「SNSマーケティング検定」を開発

＜ファンの声傾聴＞

＜ファンとの共創＞

＜ショート動画制作＞

生産性
付加価値

向上

データ
活用

データ蓄積と活用

売上成長の柱

※「ファンを大切にし、中長期的にファンをベース
 に売上高や事業価値を高める」という考え方

デジタル
人材中心

SNS

アカウント運用

デジタル

広告運用
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ソリューション事業：2024年2Q実績

デジタルマーケティング予算の見直しで変化した顧客ニーズへの対応が遅れたことに加え、

2Qは季節性影響が例年より大きかったため、上期は苦戦

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

デジタル広告運用の売上

SNSアカウント運用とSaaSツールの売上

2022年8月
デジタルチェンジ(DC)社

の連結開始

235

売上高
・上期：前年同期比△25.5％
・２Q：前年同期比△29.0%

（単位：百万円）

2022年 2023年 2024年
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クロスバウンド事業

©️ 2024 Allied Architects, Inc. 26



中華圏インバウンド
プロモーション支援

クロスバウンド事業：サービス内容

中国SNSのアカウント運用とインフルエンサーの活用により、

中華圏を対象とした越境ECプロモーション支援とインバウンドプロモーション支援を展開

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

【日本企業】 【中華圏の消費者】インフルエンサーによる
動画やUGCの生成・拡散

UGC生成

中国SNS
アカウント運用

WeChat

RED

Douyin

Weibo

bilibili

当社の独自独占サービス

インフルエンサー
キャスティング

主力

中華圏で知名度を高めたい
インフルエンサー

化粧品、
食品メーカー等

中華圏での影響力向上

クリエイターの中華圏活動支援

27



海外進出支援

クロスバウンド事業：新規事業

2024年12月期は、新規事業として海外進出支援事業（アウトバウンド事業）を開始。

2024年2Qから連結売上計上開始

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

【日本企業】

【シンガポール進出】

(2024年連結通期業績予想は、当新規事業の売上高見込みを含む)

シンガポールに子会社を持つ強みを活かし、
日本企業向けに

『シンガポール進出支援』を開始

（海外連結会社）

2022年5月にシンガポールに
設立した子会社

NEW

BOOK＆ENTRIES

2024年3月にシンガポールで
M&Aした子会社

（海外連結会社）

2024年2Q～連結売上計上開始
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クロスバウンド事業： 2024年2Q実績

インバウンド支援は旺盛な需要の取り込みに成功し、2Qで四半期最高売上を記録。

「Book & Entries（B&E）」社を2Qより連結し、事業全体でも四半期過去最高売上を達成

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

アウトバウンド支援※

インバウンド支援

売上高
126

・上期：前年同期比+17.9％
・２Q：前年同期比+48.5%

※新規事業として海外進出支援事業(アウトバウンド事業)の開始に伴い、越境EC支援（クリエイター支援含む）より区分名称を変更

（単位：百万円）

2022年 2023年 2024年

2024年4月
B&E社・ Allied Verse社

連結開始
(Allied Verseの売上貢献は

３Q以降の予定)
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海外事業

©️ 2024 Allied Architects, Inc. 30



海外事業：Creadits社の提供サービス内容

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

顧客企業

欧米のゲーム会社中心

グローバルな
クリエイティブ・パートナー

シンガポール拠点
の連結会社

広告制作の発注 2D
3D

UGC

Live Shoots

Playables

Game Capture

CENEMATIC
TRAILERS

BRAND LICENSING

クライアントの
ニーズに合わせて

対応範囲の
拡張が可能

企画支援

広告制作物の納品

低負荷
低

コスト
ワン

ストップ

顧客メリット
パートナー
メリット

安定した
仕事供給

営業
レス

提供価値

Creadits

ゲームタイトルのユーザー獲得と成長を支援する幅広いソリューションを提供。

顧客課題に合わせたリソースをグローバル調達しプロジェクトマネジメントを実行

クリエイティブ
外注制作の煩雑化

制作物の多様化

新興市場の開拓

顧客の課題

営業力不足

顧客対応力不足

パートナーの課題

プロデュース機能

制作リソースの
合理的な選択と
効率的な管理

グローバルな
クリエイティブの
最適化と品質管理

役務の提供
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海外事業：2024年2Q実績

コーポレート（グループ管理部門）と連携したマネジメント体制の強化が順調に進行。

新経営体制の下、営業活動に尽力した結果、新規顧客の獲得が安定し収益が大幅に改善

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

メインターゲットのゲーム業界が
コロナ禍の巣ごもり需要により

業績好調だったため、
需要が旺盛で売上が好調に推移

巣ごもり需要の減少、およびiOS/アンドロイドのプライバシー強化に伴う
ターゲティング精度の低下などを発端として、不採算タイトルや人員の整理、

広告予算の大幅縮小を実施するゲーム企業が増加。
解約が続出したことで業績が低迷

売上高

206

※2024年2Qでの為替レート：1ドル＝153.77円

・上期：前年同期比 △44.3％
・２Q：前年同期比 △17.3%

2022年 2023年 2024年

（単位：百万円）
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海外子会社 Creadits社 社名変更（３Q）

経営改革の一環として新たな経営理念と事業戦略を明示し、

 様々なFaction(各パートナーの夢)を1つのブランドの下にまとめるという思いを社名に

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

SuperFaction
スーパーファクション

新商号 SUPERFACTION PTE.LTD. 

代表者 Casey Dickinson

変更日 2024年7月17日

公式HP https://superfaction.com/
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グループ方針・業績予想 ４
©️ 2024 Allied Architects, Inc. 34



グループ中期戦略

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

AI導入によるプロダクト進化
・業務効率化を2023年に推進。

今後も着実に実施していく

【M&A・新領域】

【オーガニック成長】
成長基盤

データ知見 AI

NEW

M&A方針①

新領域の事業性質を持つ企業の獲得を検討

中期テーマ
マーケティングDX支援企業として

圧倒的ポジションの確立

既存事業とシナジーの高い企業の獲得を検討

提案メニュー
の拡充

プロダクト
の進化

施策実行力
の増強

カスタマー
サクセス強化

M&A方針②

マーケティングDX支援事業のオーガニック成長に加え、
M&A・新領域の開拓による業容拡大を模索し、非連続成長を実現する

35



2024年12月期方針

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

2024年
新方針

コーポレート
（グループ管理部門）

プロダクト
(旧：国内SaaS)

ソリューション

クロスバウンド 
(旧：中国進出支援)

海外
(旧：海外SaaS)

ガバナンス
強化

構造改革・
体制強化

改善課題・投資強化領域の重要度

新規獲得・
解約防止策

の強化

提供物
の拡充

人材拡充
・育成

プロダクト
の進化 全事業

共通課題サ
ポ
ー
ト
強
化

経営管理手法
の改善

グループの
総合力を高め、
2025年以降

継続的な
増収基調
の奪還へ

強 弱

事業体制の再編により
グループ全体を構造改革
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2024年上期戦略と上期の取組実績

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

上期
の

取組み

海外子会社（Creadits）

海外子会社Creaditsの再構築に向けた徹底的な膿出しと

コーポレート（グループ管理部門）との連携強化

2024年
上期戦略

海外子会社の構造改革がほぼ完了し、コーポレートによる経営管理のスキームを国内でも展開。
下期のプロダクト・ソリューションの事業統合に向けて構造改革に2Ｑで着手

コーポレート
（グループ管理部門）

プロダクト事業
ソリューション事業

本sh

1Qで経営陣の刷新（CEOの変更含）

厳格化した撤退基準を設け、基準に伴う予実管理の徹底
1Qで人員削減し、2Qでコスト削減・収益大幅改善

事業統合後の新戦略の策定
インサイトデータの最大限活用に向けて事業を統合

事業統合後の推進役として執行役員を任命

サポート
強化

サポート
強化
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2024年下期戦略

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

事業名称

2024年3Q以降

クロスバウンド事業
(旧：中国進出支援)

国内事業

海外事業
区分変更

事業統合国内

海外

事業シナジーの創出と
重複コストの削減のため、
プロダクトとソリューションを
国内事業として統合

クロスバウンドは新規事業として
海外進出支援事業の開始(P.28参照)

に伴い、海外事業に区分変更

事業名称

2024年
下期戦略

国内・海外ともに事業シナジーを追求し、
来期以降の成長につなげる

新規事業
(海外進出支援)

海外事業
(旧：海外SaaS)

プロダクト事業
(旧：国内SaaS)

ソリューション事業

NEW

事業ポートフォリオの再構築により
通期連結黒字化を目指す
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     統合後の事業戦略

プロダクト事業とソリューション事業のサービスを組み合わせることで

他社では分断されているマーケティング施策を、より包括的なワンストップ支援の提供が可能に

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

国内事業

販売促進 ブランディング

SNS

アカウント運用

デジタル

広告運用

計画 制作 配信・実装 分析

販促＋制作におけるデジタルマーケティング

シリーズ

プロダクト事業

国内事業：販促＋制作における包括的なデジタルマーケティング

計画 制作 配信・実装 分析

シリーズを中心にAIの積極活用による多様なサービスを提供

従前

統合後

(次頁参照)

ソリューション事業
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統合後の「国内事業」における下期から戦略

Letroシリーズにエントリー商材を新規投入、加えてユーザーデータの収集・蓄積を強化。

AIの積極活用でインサイトデータの分析を高度化して提案の幅を広げ、提供価値を拡大する

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

UGCの活用

UGC・ユーザーデータ収集・蓄積

制作

ENTRY

旧ソリューション提供サービス

SNSプロモーション

AD運用

SNS投稿・企画

WEB制作・最適化

データ分析

デジタル人材×AI

データ収集・蓄積 制作 生活者データの分析
データの収集 データの活用 データの分析 施策を進化

顧客単価

旧ソリューション提供サービス

国内事業
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当社がグローバルで「マーケティングDX支援」を手掛ける理由

当社を取り巻く外部環境の変化は国内に留まらない世界的な潮流となっており、

グローバル展開にはマーケティングDXがますます重要な成長因子となっている

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

生活者データ、クリエイティブの価値向上

DXの推進による生産性向上

海外市場に挑戦する企業の増加

当社におけるビジネスチャンス

政治的要因

P

・個人情報保護法改正によるデジタル広告規制の強化
・労働人口減少よるDX推進
・国内消費の縮小スパイラルよるクロスバウンド支援

・世界的インフレによる物価高
・円安による為替差益の増加
・グローバルにおける富裕層の増加

経済的要因

E

技術的要因

T

社会的要因

S

・少子高齢化による労働人口の減少
・デジタル人材の不足
・アフターコロナによる訪日観光客の急増

・ネットインフラによる世界の縮小化
・生成AIによる言語障壁の低減
・情報の即時性・偏在性

海外事業
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アライドアーキテクツ・グループが目指すグローバルでのビジネス展開

今期の事業構造改革により、グローバルなマーケティング支援を推進する

グループ体制を整え、中長期的な成長を目指す

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

日本

海外

アライドアーキテクツ・
グループの顧客（To B） 生活者（To C）

日本人

外国人

国内事業

海外事業

クロスバウンド
事業

海外事業

42



（百万円）
2023年12月期実績

2024年12月期通期予想
前期比

売上高 4,144 4,000 △3.5%

営業損益 258 250 △3.4%

経常損益 314※1 250 △20.4%

親会社株主に帰属する当期純損益 △146※2 50※3 ―

2024年12月期通期業績予想

来期以降の成長に向けた基盤固めに徹するため今期は減収減益の予想。

上期は海外を中心に構造改革への投資が先行も、下期の巻き返しにより通期連結では黒字を見込む

©️ 2024 Allied Architects, Inc.

※1 為替差益として98百万円、持分法による投資損失32百万円を計上
※2 投資有価証券評価損47百万円、投資有価証券売却損72百万円、貸倒引当金繰入額92百万円を特別損失として計上
※3 特別損益が発生しなかった場合の見込み金額

国内3事業：過去最高の34億円(前期比＋7.1％)・海外事業：6億円(同△38.1％)
◆国内事業にはクロスバウンド事業(旧中国進出支援事業)の新規事業『シンガポール進出支援事業』の業績見込みを含む
◆海外事業は売上苦戦傾向が継続見込み、2025年以降の再成長のために構造改革・体制強化への投資実施予定のため赤字継続の見通し

想定為替レート：1ドル＝140円

売上高
40億円
予想の
内訳

期初
段階

国内事業(プロダクト＋ソリューション)：30億円・海外事業(クロスバウンド＋海外)：10億円
◆クロスバウンド事業の新規事業『シンガポール進出支援事業』は海外事業の業績見込みに含む
◆海外子会社SuperFactionは、2025年以降の再成長のために構造改革・体制強化への投資実施予定のため赤字継続の見通し

5月
公表
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この資料は、アライドアーキテクツ株式会社（以下、当社）の現状を理解いただくことを目的として、当社が作成したものです。

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。

これらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内及び国際的な経済状況が含まれます。

また、本資料に掲載・引用しているロゴ、会社名、商品名等は、各社の登録商法または商標です。

免責事項

【IRに関するお問い合わせ先】

アライドアーキテクツIR担当

ir＠aainc.co.jp

©️ 2024 Allied Architects, Inc. 44
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